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癒
し
の
休
日
を

 高原に憩う

　

市
最
北
部
に
あ
る
里
美
牧
場
は
、

敷
地
面
積
５
２
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

誇
る
関
東
最
大
級
の
牧
場
で
す
。

　

そ
の
里
美
牧
場
内
の
レ
ジ
ャ
ー

施
設
が「
プ
ラ
ト
ー
さ
と
み
」。

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、現

在
は
、宿
泊
、レ
ス
ト
ラ
ン
、バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
の
み
の
営
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ル
プ
ス
を
思
わ
せ
る
景
色
の

中
、高
原
の
す
が
す
が
し
い
空
気

を
感
じ
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、眺
望
も
素
晴
ら
し
く
、天

気
の
良
い
朝
は
富
士
山
が
、ま
た

夜
に
は
宇
都
宮
の
夜
景
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。も
ち
ろ
ん
星
空

が
き
れ
い
に
見
え
る
こ
と
で
有
名
。

多
く
の
天
文
フ
ァ
ン
が
訪
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
レ
ス
ト
ラ
ン
の
料
理
は

「
地
産
旬
食
」を
テ
ー
マ
に
、里
美

牧
場
産
の
黒
毛
和
牛
や
有
機
野
菜

を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
そ
ろ
え
て

い
ま
す
。

　

眺
望
抜
群
の
豊
か
な
自
然
を
楽

し
み
な
が
ら
、里
美
の
食
の
魅
力

を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

常陸太田市最北部の雄大な自然の中にあるプラトーさとみ。
東日本大震災からの復旧に2年余りを要し、この7月に営業を
再開しました。
標高780㍍に位置するプラトーさとみで味わう、高原の爽快感
とおいしい料理…。
大自然を満喫しに、ぷらっと出かけてみませんか。

さわやかなロケーションにあるプラトー
さとみ。正面にレストラン、奥に宿泊棟
がある

㊤レストランからの眺望も素晴らしい
㊧㊤里美牧場産黒毛和牛を使ったハンバーグ
㊧㊦お土産品も豊富
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㊨ 自然にやさしいエネルギー
として注目されている風力
発電。里美牧場内には風力
発電施設が 7基あり、その
発電量で約 4,600 世帯分の
電力をまかなうことができ
る。大きい風車は高さ 70m。
羽（ブレード）の長さは約
40mあり、その巨大さに圧
倒される

㊦ 羽の実物が自然エネルギー
展示室の近くにある

申し込み
問い合わせ

プラトーさとみ
〒 311‐0501　常陸太田市里川町 863‐35　　電話：0294‐82‐4221　FAX：0294‐82‐4220
休館日：毎週木曜日、年末年始（12 月 29 日～ 1月 3日）
HP：http://www.satomiful.jp/plateau/

8 月 24 日に行われ
たオープン記念イベ
ントには、多くの親
子連れがつめかけた

㊧ 流しそうめんが人
気。夏の思い出も
“いっぱい” ？

㊦ ハイキングでは自
然を満喫。昆虫好
きの子どもたちは
大喜び
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８
月
14
日
と
15
日
の
２
日
間
、

第
25
回
太
田
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
14
日
は
、「
鯨
ケ
丘
」

を
メ
イ
ン
に
市
民
お
神
輿
や
伝
統

芸
能
で
あ
る
天
神
ば
や
し
の
迫
力

満
点
の
パ
レ
ー
ド
。
15
日
は
、
山

吹
運
動
公
園
に
舞
台
を
移
し
、
久

自
楽
舞
や
市
民
盆
踊
り
、
打
ち
上

げ
花
火
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
参
加
者
が
年
々
減
少

傾
向
に
あ
っ
た
盆
踊
り
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
、
５
年
ぶ
り
に
「
や
ぐ

ら
」
が
復
活
。
今
年
発
足
し
勉
強

会
や
練
習
を
重
ね
て
き
た
「
太
田

ま
つ
り
の
盆
踊
り
を
盛
り
上
げ
る

会
」
な
ど
11
団
体
・
３
１
１
人
が
、

見
事
な
盆
踊
り
を
披
露
し
て
い
ま

し
た
。

８
月
12
日
〜
15
日
ま
で
の
４
日

間
開
催
さ
れ
た
第
16
回
竜
神
峡

灯
ろ
う
ま
つ
り
。
設
置
さ
れ
た

５
０
０
基
の
灯
ろ
う
に
は
、
人
の

手
で
１
本
１
本
と
も
さ
れ
た
暖
か

な
灯
り
。
そ
の
幻
想
的
な
光
景
と

風
鈴
の
美
し
い
音
色
に
、
訪
れ
た

お
客
さ
ん
は
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

太
田
ま
つ
り

百
花
繚
乱

①

②③

① 今年も伝統の天神ばやしが繰り出し、まつりを
盛り上げた
②勇ましい鶴龍会のお神輿
③ まつりに彩りを添えたステージでの久自楽舞
④ 「盆踊りを盛り上げる会」の皆さん。お揃いの
衣装で華麗な踊りを披露

①

②

③

① アンカレイジの新デ
ザイン「竜神」がラ
イトアップ
② 園児たちの絵が灯ろ
うを彩る
③ 竹灯りに浮かぶ木

も

精
り

の鐘

竜
神
峡
灯
ろ
う
ま
つ
り

﹇
８
月
12
日
〜
15
日
﹈

﹇
８
月
14
日
・
15
日
﹈

２
０
１
３
夏
の
ま
つ
り

4

④
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８
月
13
日
、
里
美
ふ
れ
あ
い

館
で
さ
と
み
夏
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

シ
ョ
ー
、
二
胡
の
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

浴
衣
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
例
年

よ
り
多
い
総
勢
70
人
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
、
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

さ
と
み
夏
ま
つ
り

﹇
８
月
13
日
﹈

今年で 6回目を迎えた「久慈の杜 100 ㎞徒歩の旅（一般社団法人
常陸太田青年会議所主催）」は、8月 8日から 12 日まで開催。
「子ども達に “生きる力” を！この夏一生の思い出を！」をテーマに、
76 人の子どもたちが挑戦しました。
学生ボランティアと一緒に 5日間、1人も欠けることなく 100 ㎞を
完歩し、全員が 12 日にゴールを迎えました。
この経験で得た自信は胸に刻み込まれ、今後の人生に役立つことで
しょう。がんばったね。そして、おめでとう。

猛暑の中、歩き続けた 5日間

舞神双嵐龍（ブジンソーランドラゴン）出店でヨーヨー釣り
楽しいな

ゴスペル LOVER’ S の美しい
ハーモニー

浴衣コンテスト 花火きれいだね

炎天下、ひたすらゴールを目指す

参加者全員で「おつかれさまー！」ゴール！感動…
そして涙…

100 ㎞絶対完歩
するぞー！
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T ＯＰＩＣＳCity events Hitachiota

圷洋一さん。自らデザイ
ンした「竜神」の前で

大
吊
橋
ア
ン
カ
レ
イ

ジ
塗
り
替
え
完
了

８
月
９
日
、
竜
神
大
吊
橋
で
竜

神
大
吊
橋
ア
ン
カ
レ
イ
ジ（
橋
台
）

デ
ザ
イ
ン
採
用
作
品
賞
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

４
月
に
お
披
露
目
さ
れ
た
右
岸

側
に
続
い
て
、
今
回
左
岸
側
ア
ン

カ
レ
イ
ジ
デ
ザ
イ
ン
に
採
用
さ
れ

た
の
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
圷
洋
一

さ
ん
（
那
珂
市
）
の
デ
ザ
イ
ン
。

タ
イ
ト
ル
は
「
竜
神
」
で
、
圷

さ
ん
に
よ
る
と
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
者
を
元
気
づ
け
た
い
と
考

え
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
力
強
さ

と
威
厳
の
あ
る
神
々
し
さ
を
表
現

し
、
輝
く
龍
を
描
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

17
品
目
を
新
た
に
認
証
し
ま
し
た

７
月
29
日
、
第
２
回
目
と
な
る

常
陸
太
田
市
特
産
品
の
認
証
が
行

わ
れ
、
17
品
目
の
商
品
が
認
証
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
認
証

さ
れ
た
特
産
品
は
、
第
１
回
で
認

証
さ
れ
た
24
品
目
と
合
わ
せ
て
41

品
目
に
な
り
ま
し
た
。

認
証
さ
れ
た
商
品
に
は
認
証

マ
ー
ク
を
表
示
し
、
市
内
外
の
イ

ベ
ン
ト
や
新
聞
等
で
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

常
陸
太
田
市
の
特
産
品
を
認
証

第２回№ 商品名 販売者

1 巨峰（ぶどう） ＪＡ茨城みずほ
常陸太田ぶどう部会

2 巨峰（ぶどう） ＪＡ茨城みずほ
水府地区ぶどう生産部会

3 常陸青龍（ぶどう） ＪＡ茨城みずほ
常陸太田ぶどう部会

4 幸水（梨） ＪＡ茨城みずほ
常陸太田梨部会

5 豊水（梨） ＪＡ茨城みずほ
常陸太田梨部会

6 秀玉（梨） ＪＡ茨城みずほ
常陸太田梨部会

7 常
ひた ち

陸柿
かき

匠
しょう

星
ほし

霜
しも

柿
がき

ＪＡ茨城みずほ柿部会

8 常陸秋そば粉 麺匠ひたちや㈱

№ 商品名 販売者

1 アトピー・キラー
（住宅専用無垢内外装材） ㈱佐川産業

2 黄門様の印籠焼
（巨峰あん・梅あん） 印籠焼本舗  光月堂

3 峰ふくさ 小林製菓

4 最中　印籠
（小倉あん・ゆずあん・しそあん）小林製菓

5 おおたっ穂
ぽ 菓子工房

　木村屋菓子舗

6 精
せい

製
せい

醤
しょう

油
ゆ

　雛
ひな

菊
ぎく

ヨネビシ醤油㈱

7 米菱醤油 ヨネビシ醤油㈱

8 梅っこしょうゆ ㈴立川醤油店

9 マンゴクのつゆ ㈴立川醤油店

農林水産物

加工品

問
市
特
産
品
推
進
協
議
会
事
務
局

（
生
産
拡
大
・
商
品
開
発
推
進
室

☎
33
‐
８
７
５
３
）
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遊具のイメージ案を検討する
お母さんたち

心肺蘇生法などを熱心に受講する皆さん

「消防士さんに安全な遊び方を教えてもらったよ」

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を
設
置

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
に
伴
う
「
常
陸
太
田
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
策
定
に
当
た
り
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
聞
く
た
め
、「
常
陸
太
田
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
を
設
置
。
８

月
26
日
に
「
第
１
回
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

● 

常
陸
太
田
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
と
は
・
・
・

　

 

平
成
27
年
４
月
施
行
予
定
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
に
関

す
る
事
業
計
画
の
策
定
・
進
捗
管
理
な
ど
に
つ
い
て
、
幅
広
く
意
見
を

聞
く
た
め
の
会
議
で
あ
り
、
12
人
の
委
員
で
構
成
、
計
画
策
定
ま
で
計

５
〜
６
回
開
催
予
定
で
す
。
そ
の
会
議
の
経
過
・
議
事
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
公
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

●
ニ
ー
ズ
調
査
に
ご
協
力
を

 

こ
の
計
画
策
定
に
先
立
ち
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
・
評

価
・
要
望
・
意
見
等
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
主
に
就
学
前
の
お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家
庭
を
中
心
に
、ニ
ー

ズ
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

子
ど
も
福
祉
課
子
ど
も
家
庭
係
（
内
線
１
６
１
）

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

花
火
教
室

応
急
手
当
普
及
員

養
成
講
習
会

子
育
て
ト
ー
ク

カ
フ
ェ

　

７
月
13
日
〜
８
月
８
日
に
か
け

て
、
市
内
の
保
育
園
と
幼
稚
園
で

結
成
さ
れ
て
い
る
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
で
花
火
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
教
室
で
は
、
手
持
ち
花
火
や

打
ち
上
げ
花
火
を
使
用
し
な
が

ら
、「
花
火
の
種
類
や
火
の
つ
け

方
」、「
花
火
は
大
人
と
一
緒
に
遊

ぶ
」、「
花
火
を
人
に
向
け
な
い
」、

「
終
わ
っ
た
花
火
は
水
が
入
っ
た

バ
ケ
ツ
に
入
れ
る
」
な
ど
の
正
し

い
遊
び
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

８
月
２
日
〜
４
日
の
３
日
間
、

市
総
合
福
祉
会
館
に
お
い
て
、
平

成
25
年
度
応
急
手
当
普
及
員
養
成

講
習
会
（
県
北
地
区
救
急
救
命
対

策
協
議
会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

応
急
手
当
普
及
員
と
は
、
各
事

業
所
や
自
主
防
災
会
、
サ
ー
ク
ル

等
で
、
救
急
手
当
・
応
急
手
当
の

指
導
に
当
た
っ
て
い
た
だ
く
方
の

こ
と
で
す
。

　

受
講
し
た
42
人
の
皆
さ
ん
は
、

正
し
い
胸
き
ょ
う

骨こ
つ

圧あ
っ
ぱ
く迫
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取

り
扱
い
方
法
を
習
得
す
る
と
と
も

に
、
指
導
す
る
際
の
要
領
を
学
び

ま
し
た
。

　

８
月
６
日
、
子
育
て
中
の
お
母

さ
ん
た
ち
の
意
見
を
聞
き
、
少
子

化
対
策
の
参
考
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
子
育
て
ト
ー
ク
カ

フ
ェ
」が
、市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
山
吹
運
動
公
園
に
整

備
予
定
の
親
水
公
園
に
つ
い
て
、

市
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、

参
加
し
た
11
人
の
お
母
さ
ん
た
ち

か
ら
、「
遊
具
の
周
り
に
屋
根
付

き
の
ベ
ン
チ
が
あ
る
と
暑
い
日
で

も
見
て
い
る
の
に
楽
」「
お
弁
当

が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
な
場
所
が
あ

る
と
よ
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

第 1回子ども・子育て会議

 子ども・子育て会議委員長
中島美那子さん（茨城キリスト教大学文学
部児童教育学科准教授）
「 私は子どもの育ち、子育てへの支援のため、
市内の仲間とともにいろいろな取り組みを
行っています。また市では、ユニークな子
育て支援施策を推し進めていますが、この
会議も子どもの育ちに貢献する会となりま
すよう、委員の皆さまと力を合わせていき
たいと思います」
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私たちが住む農村環境は、地域の農業従事者の高齢化や耕作放棄地等により年々荒廃が
進んでいます。
このため、国では平成 19年度から、農地・水保全管理支払交付金事業を推進しています。
この事業は、地域の力で農地・用水や農村環境を守る活動を支援するものです。
現在、常陸太田市内では町会等単位の活動組織が14組織あり、本事業に取り組んでいます。

集落において、農業者、農業者以外の地域の方、地域のさまざまな
団体等が協力して、活動組織を立ち上げます。
その組織において、管理する農地の範囲を設定し、計画を立て、市
と協定を結びます。

地域の会合等で、事業の説明を行っています。
お気軽にお問い合わせください。
問 農政課営農支援係　☎ 33-8752

事業を始めるには

◇地域のニーズに合わせ、両方またはいずれかの支援を受けることができます。
◇地域の協定農地（農業振興地域面積）により交付金が算定されます。

共同活動支援交付金 向上活動支援交付金

〇農地、水路等の保全管理
　農道の草刈や水路の泥上げ、農道の補修等、
　地域で行う作業
〇農村環境保全のための活動
　水生生物の調査や保全（生物多様性保全）、
　農地の景観形成のための植栽　など

〇施設の長寿命化の活動
　用水路の更新や補修、農道の舗装、ため池
　等のフェンス補修　など

ー  以下の活動に支援を行います  ー

◎交付金の額   
共同活動支援のみの場合 両方の支援を受ける場合

共同活動支援交付金
田 4,400 円 /10a
畑 2,800 円 /10a

田 3,280 円 /10a
畑 2,080 円 /10a

向上活動支援交付金 ー
田 4,400 円 /10a
畑 2,000 円 /10a

自治会

農業者地域
住民

各種
団体

地域が一丸となって
豊かな農村環境づくりに取り組みませんか

農地・水保全管理支払交付金の内容

ー  以下の活動に支援を行います  ー
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✿おめでとうございます

✿農地
を
守
り

生
か
し
て
表
彰

第
６
回
県
美
し
い
水み

土ど

里り

づ

く
り
優
良
活
動
表
彰
に
お
い
て
、

東
連
地
町
寺
前
集
落
（
天
下
井

庸つ
ね

擴ひ
ろ

代
表
）
が
、
全
国
山
村
振

興
連
盟
茨
城
県
支
部
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

農
業
の
担
い
手
の
減
少
や
高

齢
化
な
ど
に
よ
り
耕
作
放
棄
地

が
増
加
す
る
中
、
地
域
の
資
源

を
守
り
、
将
来
に
わ
た
り
景
観

や
生
態
系
な
ど
の
保
全
向
上
に

努
め
て
い
る
優
良
な
団
体
と
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

特
に
鳥
獣
被
害
の
抑
制
、
水

路
・
農
道
等
の
管
理
面
を
個
人

対
応
か
ら
共
同
の
取
り
組
み
へ

と
形
態
を
変
え
、
平
成
14
年
度

か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。天下井  庸擴 さん（中央）

　

７
月
２
日
、
田
渡
町
地
内
で

発
生
し
た
用
水
路
へ
の
転
落
事

故
の
際
に
、
人
命
救
助
を
図
り

尊
い
命
を
救
っ
た
棚
井
富
寿
さ

ん
（
後
列
右
）、
棚
井
和
江
さ
ん

（
前
列
右
）、
城
石
毅
さ
ん
（
後

列
中
央
）、
城
石
執
代
さ
ん
（
前

列
中
央
）
の
２
組
の
ご
夫
婦
に

対
し
消
防
本
部
か
ら
消
防
功
労

者
と
し
て
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
７
月
19
日
に
馬
場
町

地
内
で
発
生
し
た
用
水
路
へ
の

転
落
事
故
に
お
い
て
、
応
急
救

護
を
図
り
、
尊
い
命
を
救
っ
た

椎
名
智
之
さ
ん
（
後
列
左
）、
椎

名
結
加
さ
ん
（
前
列
左
）
親
子

に
対
し
、
消
防
本
部
か
ら
消
防

功
労
者
と
し
て
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

消
防
功
労
者
表
彰

✿消防
功

消
防
功

✿

日毛  隆太 くん

大内  広明 さん

６
月
30
日
に
県
武
道
館
で
行

わ
れ
た
、
第
30
回
県
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
空
手
道
競
技
大
会
に
、

常
陸
太
田
市
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
か
ら
３
人
が
出
場
し
ま

し
た
。

佐
竹
小
４
年
の
日ひ

毛け

隆
太
く

ん
は
、
４
年
組
手
の
部
で
準
優

勝
に
輝
き
、
７
月
に
行
わ
れ
た

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
。

現
在
も
全
国
大
会
を
目
指
し
て

一
生
懸
命
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。県大会の決勝では

スタミナが切れて
力が出せなかった
のが悔しいです。
組手が好きで左の
刻み突きが得意。
全国大会出場を目
指してがんばりま
す。

空
手
で
関
東
大
会

に
出
場

県
で
は
、
農
業
担
い
手
の
確

保
・
育
成
や
地
域
農
業
の
振
興

の
た
め
に
活
躍
し
て
も
ら
う
農

業
者
の
方
々
を
、
農
業
経
営
士
・

女
性
農
業
士
・
青
年
農
業
士
と

し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。
７
月

12
日
に
水
戸
市
で
、
平
成
25
年

度
の
認
定
式
と
退
任
式
が
開
催

さ
れ
、
本
市
か
ら
は
次
の
３
人

の
方
々
に
、
知
事
か
ら
感
謝
状

と
認
定
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

退
任　

農
業
経
営
士　

岩
間

孝
司
さ
ん
（
箕
町
、
普
通
作
、

平
成
13
年
度
認
定
）
／
女
性

農
業
士　

大
内
美
和
子
さ
ん

（
内
田
町
、
施
設
花
き
、
平
成

２
年
度
認
定
）

■ 

認
定　

青
年
農
業
士  

大
内
広

明
さ
ん（
内
田
町
、施
設
花
き
）

地
域
農
業
の
リ
ー

ダ
ー
に
感
謝
状
・

認
定
証

地
域
地
域

ダダ

ロープを使い反対側の建物から要救助者
を救出

✿消防
救
助
技
術

県
大
会
で
優
勝

　

関
東
地
区
の
各
消
防
職
員
が

日
頃
鍛
え
た
消
防
救
助
技
術
の

成
果
を
発
表
す
る
「
第
42
回
消

防
救
助
技
術
関
東
地
区
指
導
会
」

が
、
７
月
24
日
に
横
浜
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

関
東
地
区
10
都
県
か
ら
選
抜

さ
れ
た
約
７
０
０
人
が
技
を
競

い
、
市
消
防
本
部
か
ら
は
、
６

月
の
県
消
防
救
助
技
術
大
会
で

優
勝
し
た
「
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ

救
出
」
の
１
チ
ー
ム
４
人
が
出

場
。
連
続
５
回
出
場
の
経
験
を

生
か
し
、
訓
練
の
成
果
を
い
か

ん
な
く
発
揮
し
ま
し
た
。

表彰を受けた皆さん
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今月の朝市は9月15日日に市役所駐車場で開催します！

妻
が
田
の
草
取

り
で
目
を
悪
く
し

た
の
を
き
っ
か
け

に
、
10
年
く
ら
い

前
か
ら
合あ
い
が
も鴨
農
法

を
始
め
ま
し
た
。

合
鴨
の
お
陰
で
ど
ろ
む
し
や
カ
メ
ム

シ
な
ど
の
虫
も
い
な
く
な
り
、
除
草
剤

の
必
要
も
な
く
な
り
ま
す
。
肥
料
は
有

機
肥
料
の
み
（
ぼ
か
し
等
）
を
使
い
手

間
を
惜
し
ま
ず
育
て
て
い
ま
す
。

農
薬
を
使
わ
な
い
安
心
安
全
に
こ
だ

わ
っ
た
「
有
機
栽
培
コ
シ
ヒ
カ
リ
合
鴨

常
陸
青
龍
米
」
は
、
粘
り
が
あ
っ
て
冷

め
て
も
お
い
し
い
お
米
で
す
。
１
キ
ロ

650
円
と
い
う
値
段
は
お
米
と
し
て
は
安

く
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
体
に

良
い
と
自
信
を
持
っ
て
お
勧
め
し
て
い

ま
す
。

合
鴨
農
法
で
無
農
薬
米

仲
の
良
さ
が
お
い
し
さ
の
秘
訣

新
鮮
な
農
産
物
等
で
毎
回
好
評
の
常
陸
太

田
朝
市
。
魅
力
あ
る
商
品
を
発
信
す
る
出
店

者
の
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

農
政
課
（
☎
33
‐
８
７
５
２
）

小
林
文
夫
さ
ん
（
芦
間
町
）

ぜひ食べてみて
ください

今
か
ら
約

10
年
前
、
農

業
大
学
校
婦

人
講
座
を
受

け
、
漬
物
な

ど
を
習
っ
た

の
が
工
房
を
始
め
た
き
っ
か
け
で
し
た
。

８
人
で
始
め
て
、
今
で
も
仲
良
く
楽
し
み

な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
仲
間
の
家
族

の
方
が
納
屋
を
作
業
所
と
し
て
提
供
し
て

く
れ
た
の
も
後
押
し
に
な
り
ま
し
た
。
漬

物
は
も
ち
ろ
ん
無
添
加
で
、
安
心
し
て
食

べ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
今
は
カ
リ
カ
リ
梅

が
売
れ
筋
で
す
ね
。
そ
の
ほ
か
会
員
そ
れ

ぞ
れ
が
作
っ
た
野
菜
や
花
、
ジ
ャ
ム
な
ど

も
売
っ
て
い
ま
す
。
普
段
は
直
売
所
や

こ
め
工
房
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
出

荷
し
て
い

ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
一
度

味
わ
っ
て

く
だ
さ
い
。

す
い
ふ
ひ
ま
わ
り
工
房

　
　
　
　

代
表　

山
本
寿
江
さ
ん無添加でおススメ

です

☎

made in
 Hitachiota

逸品
松盛　大吟醸

古代さけ紫しきぶ

葡萄ジュース　
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常陸太田→秋田・仙北
8月 4～ 6日

市
民
交
流
団
が
秋
田
市
・
仙
北
市
を
訪
問

常
陸
太
田
の
地
が
生
ん
だ
戦

国
の
名
将｢
佐
竹
氏｣

を
縁
と

し
た
、
常
陸
太
田
市
・
秋
田
市
・

仙
北
市
の
三
市
連
携
交
流
の
一

環
と
し
て
、
本
市
の
市
民
交
流

団
26
人
が
８
月
４
日
〜
６
日
の

日
程
で
両
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

仙
北
市
で
は
角
館
武
家
屋
敷

や
樺か
ば

細
工
伝
承
館
を
見
学
し
、

秋
田
市
で
は
佐
竹
氏
の
菩
提
寺

で
あ
る
天
徳
寺
へ
の
表
敬
訪
問
、

久
保
田
城
址
の
見
学
、
夜
に
は

秋
田
竿か
ん

燈と
う

ま
つ
り
を
桟
敷
席
で

観
覧
し
ま
し
た
。
ま
た
、
仙
北

市
副
市
長
や
久
保
田
城
址
歴
史

案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

と
の
懇
談
を
行
い
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

里←→まち交流掲示板

参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、

「
訪
問
先
の
き
め
細
や
か
な
対

応
に
感
激
し
た
」「
竿
燈
の
雄

大
さ
に
驚
い
た
」「
こ
の
事
業

を
き
っ
か
け
に
常
陸
太
田
市
の

歴
史
を
改
め
て
学
び
た
い
」
と

友
好
が
さ
ら
に
深
ま
っ
た
様
子

で
し
た
。

樺細工伝承館を見学

夜は秋田竿燈を観覧 千秋公園でボランティアガイド
の説明を受ける

☎
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キ ラ リ 健 や かコ コ ロ と カ ラ ダ

太
り
過
ぎ　
　
　

と
言
わ
れ
た
ら

肥
満
は
、体
内
に
過
剰
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
蓄
積
し
た
状
態
で
す
。過
剰
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
脂
肪
と
し
て
蓄
え
ら
れ
、

体
脂
肪
が
増
え
て
肥
満
に
な
り
ま
す
。

肥
満
は
生
活
習
慣
病
の
温
床
で
、
高
血
圧
・
脂
質
異
常
・
高
血
糖
・
高
尿
酸
血
症
な
ど
を
引
き
起
こ
し
、
動
脈

硬
化
を
進
行
さ
せ
ま
す
。
な
ぜ
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
過
剰
な
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
を
見
直
し
、
健
康
づ
く
り

に
生
か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問健康づくり推進課☎ 73-1212

つ
つ
が
虫
病
に
注
意
！

ツ
ツ
ガ
ム
シ
と
い
う
小
さ
な
ダ
ニ
に

刺
さ
れ
る
と
、菌
が
体
内
に
入
っ
て
〝
つ

つ
が
虫
病
〞
を
発
病
し
ま
す
。

症
状
は
、
39
度
以
上
の
高
熱
や
激
し

い
頭
痛
な
ど
。
赤
い
斑
点
が
、
顔
や
体

に
出
た
り
、
刺
さ
れ
た
箇
所
が
水
ぶ
く

れ
や
う
み
を
も
つ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

人
か
ら
人
へ
は
感
染
し
ま
せ
ん
。
症

状
が
み
ら
れ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
医

療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

こ
う
し
て
改
善
！
生
活
習
慣

判定 ＢＭＩの値
やせ 18.5未満

正常域 18.5以上25.0未満

肥満 25.0以上

目標の値
男性 85㎝未満
女性 90㎝未満

春
〜
初
夏
、
秋
〜
初
冬
が

感
染
し
や
す
い

草
む
ら
等
に
入
る
場
合
は
、

長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
で
！

　

予
防
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆ 

林
や
草
む
ら
へ
入
る
時
は
、
長
袖
・

長
ズ
ボ
ン
・
長
靴
・
手
袋
等
を
着
用

◆ 

草
の
上
に
腰
を
お
ろ
し
た
り
、
寝
こ

ろ
ん
だ
り
し
な
い

◆ 

脱
い
だ
上
着
や
タ
オ
ル
・
帽
子
な
ど

を
草
の
上
に
放
置
し
な
い

◆ 

林
や
草
む
ら
へ
入
っ
た
後
は
入
浴
し
、

付
着
し
て
い
る
ダ
ニ
を
洗
い
流
す

◆ 

脱
い
だ
衣
服
を
放
置
せ
ず
、
す
み
や

か
に
洗
濯
す
る

あなたの肥満度をチェック
■肥満度（ＢＭＩ）＝体重　　ｋｇ÷身長　　ｍ÷身長　　ｍ

■腹囲＝　　　　　㎝

【例】身長 1m70cm、体重 77kg の人の場合
　　　　体重 77 ㎏÷身長 1.7 ｍ÷身長 1.7 ｍ＝ 26.6　

　　　　肥満度（BMI）の値は 26.6

【腹囲の測り方】
上半身は裸になります。軽く息を吐き、おへそ
の高さでメジャーと床面を水平にして測ります。

 

● 

お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
い
る
人
は

　

 

ゆ
っ
く
り
よ
く
噛か

み
、
野
菜
か

ら
食
べ
ま
し
ょ
う
。

● 

野
菜
を
あ
ま
り
食
べ
な
い
人
は

　

 

ゆ
で
る
・
蒸
す
な
ど
の
簡
単
な

調
理
方
法
で
手
軽
に
野
菜
の
補

充
を
。
１
日
に
コ
ッ
プ
１
杯
程

度
の
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
む
こ

と
も
お
勧
め
で
す
。

● 
魚
よ
り
肉
を
よ
く
食
べ
る
人
は

　

 

肉
と
魚
は
１
対
１
の
割
合
で
。

一
度
の
量
は
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ

が
目
安
で
す
。

● 

あ
ぶ
ら
っ
こ
い
も
の
を
よ
く
食

べ
る
人
は

　

 「
焼
く
」「
蒸
す
」「
ゆ
で
る
」

の
調
理
法
へ
。
フ
ッ
素
加
工
の

調
理
器
具
を
使
い
、
油
を
使
わ

ず
に
加
熱
。
調
味
料
は
低
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
も
の
を
。

● 

お
酒
を
た
く
さ
ん
飲
む
人
は

　

 

適
量
飲
酒
を
心
が
け
、
週
２
日

の
休
肝
日
を
設
け
る
こ
と
も
お

忘
れ
な
く
。１
日
量
の
目
安
・・・

日
本
酒
１
合
、
ビ
ー
ル
５
０
０

ml
、
焼
酎
２
／
３
合
、
ワ
イ
ン

２
４
０
ml

● 

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
よ
く
使
う
人
は

　

 

で
き
る
だ
け
階
段
を
。
階
段
の

昇
降
は
足
腰
の
大
き
な
筋
肉
を

使
う
た
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
く

さ
ん
消
費
し
ま
す
。

● 

運
動
の
習
慣
が
な
い
人
は

　

 

少
な
く
と
も
１
日
10
分
は
体
を

動
か
し
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
１

日
の
始
ま
り
に
ラ
ジ
オ
体
操
、

歩
い
て
買
い
物
、
家
事
の
合
間

に
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
季

節
を
感
じ
な
が
ら
10
分
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
お
風
呂
上
り
に
ス
ト

レ
ッ
チ
な
ど
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笹川 貴吏子
【里美地区】

   野嵜 真衣
【金砂郷地区】

  白石 百合乃
【金砂郷地区】

 長島 由佳
【里美地区】

 石川 明紗
【里美地区】

　　子ども会のお神輿（松栄）

楽しそうに魚のつかみどり水質調査のお勉強☆

手づくりのやぐらを囲んで（松栄）

赤土ならではの雰囲気を感じながら♪

里美地区にじわじわ広がる “里
美の水プロジェクト” の活動

13

Cooperation party  of  local revitalization
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 文化課エコミュージアム推進室（内線 541）

8 月 3 日、赤土町で「常陸秋そばの郷まもりたい」の主
催によるそばの種まきが行われました。常陸秋そばの産地
として知られている当地域では、年々高齢化に伴い耕作放
棄地が増加したため、耕作放棄地解消と景観づくりを図る
目的で 5年前からそばづくりを進めています。当日は、町
内の関係者や茨城大学・茨城キリスト教大学の学生、地域
おこし協力隊が参加し、面積 50 アールの畑にそばの種ま
き作業を行いました。そばの種をまいた畑は、9月の中旬
ごろに花が満開になり、毎年第 2土曜日に「白いそばの花
見会」のイベントが開催され、市内外から多くの参加者が
訪れます。

8月 11 日、薬谷町で地域の方々や子ども会、茨城キリス
ト教大の学生が参加し、お宝さがしが行われました。この
お宝さがしは、地域を散策しながら歴史や文化など隠れた
資源を発見し、地域づくりに役立ててもらおうと地元町会
が中心となって企画。当日は 85 人が参加し、4班に分かれ
て歴史や文化・自然環境などのテーマを設けて、探索を行
いました。また午後には、見つけ出した地域資源を、班ご
とに地図にまとめて発表。
鈴木馨町会長は、「薬谷町の魅力を発信するため、皆さ

んでまとめた地域資源を活用し、今後行政と協力して看板
製作などを行っていきたい」と語ってくれました。

赤土町でそばの種まき

薬谷町でお宝さがし

種をまくのに畝
うね

づくり 耕運機でそばの種まき作業

作業終了後、
昼食を食べ
ながら地元
の方と親睦
を深めた

４班に分かれてお宝さがし 薬谷堰の碑文

樹齢約 400 年の
大銀杏

せみの抜け殻みつ
けたよ

薬師堂にみんなで参拝

各班ごとにお宝をまとめ発表

みんなでお
宝さがしを
したよ
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ちょっと
寄り道

今
月
は
上
土
木
内
町

来月は、上土木内町
の「内」つながりで、
上宮河内町さんにお
願いします。

かみどぎうち

紹介者　
上土木内町
川﨑定信さん

上土木内町には、江戸時代の寛文 10年（1670
年）に瓜連の静

しず

神社の分霊を勧請された静神社が
あります。その拝殿には、初代の茨城県知事山岡
鉄
てっしゅう

舟によって書かれた扁
へん

額
がく

があります。
この山岡鉄舟は、勝海舟と西郷隆盛との会談を
取り計らい、江戸城の無血開城を成し遂げた明治
維新の功労者です。県知事在任は 3カ月と短期
間でしたが、県民のために立派な功績を残しまし
た。この扁額は、鉄舟と面識のあった村の有力者

が、県に赴任したのを機に書いてもらったものとされています。個性的
な鉄舟の書を、今後とも町内で大切に保存し、宝にしたいと思っています。

静神社の扁額  

上深荻・大菅町で夏の大冒険

持方でわくわく自然夢学校

8 月 18 日、上深荻大菅コミュニティセンターにおいて
「WAO! 夏の大冒険 2013」が行われました。
この事業は、エコミュージアム活動で地域資源の魅力を見
つけ出す「お宝さがし」がきっかけとなり、昨年から夏休み
中の子どもたちに自然に触れてもらおうと企画。当日は、親
子連れやボランティアの学生、地元の方など約 130 人が参
加し、地元の自然や歴史についてのクイズ形式のハイキング
を実施。難問を解きながら 4㎞コースに挑みました。昼食は、
地元の方と一緒に流しそうめんやスイカ割りを楽しみながら
親睦を深めました。
参加者からは「自然と触れ合うことができとてもよかった」

「水力発電所や湧水などがあり驚いた」「機会があったらまた
参加してみたい」との声が聞かれました。

8月 25 日、上高倉町持方集落において「持方わくわく自
然夢学校」が行われました。この夢学校は今年で 5周年を
迎え、親子連れやボランティア学生、地元の方など約 120
人が参加し、ハイキングや流しそうめん、スイカ割りなど
を行いました。また、持方集落に流れている竜神川の水中
生物観察会や魚のつかみどり体験が行われました。

平清盛のかかしで記念撮影

難問のクイズを解きな
がらのハイキング。全
問正解できたかなぁ？

5周年を記念して、みんなで葉っぱでフロッター
ジュ（こすり絵）を作ったよ

魚のつかみどり
体験。楽しみだ
な～

自然を満
喫したよ
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ふるさとの

黒澤 酉蔵
北海道酪農の振興に貢献
「酪農の父」と呼ばれた

偉人

酉
ゆう

和
わ

館
かん

にある黒澤
酉蔵生誕碑

酉和館（小目町）は、今も
地域の人々に親しまれてい
る

黒く
ろ

澤さ
わ

酉と
り

蔵ぞ
う

は
、
明
治
18
年

（
１
８
８
５
）、
現
在
の
小お

目め

町
生

ま
れ
。
15
歳
で
上
京
し
、
田
中
正

造
の
足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
の
被

害
者
救
済
運
動
に
加
わ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
母
を
亡
く
し
た
酉
蔵

は
、
兄
弟
を
養
う
た
め
に
北
海
道

に
渡
り
、
牧
場
で
働
き
な
が
ら
酪

農
を
学
び
ま
し
た
。

大
正
14
年
（
１
９
２
５
）
に
は
、

酪
農
家
が
牛
乳
の
生
産
・
加
工
・

販
売
を
一
貫
し
て
行
う
画
期
的

な
北
海
道
製
酪
販
売
組
合
（
雪
印

乳
業
の
前
身
）
を
設
立
。
東
洋
一

と
い
わ
れ
た
設
備
の
工
場
で
品

質
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

一
方
で
指
導
者
の
育
成
に
も
力

を
入
れ
、
昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）

に
北
海
道
酪
農
義
塾
（
現
在
の
酪

農
学
園
）
を
創
設
。「（
神
・
人
・

土
を
愛
す
る
）
三
愛
精
神
」
と
「
健

土
健
民
」（
健
や
か
な
土
地
の
上
に

健
や
か
な
民
が
育
つ
）
を
理
念
に

掲
げ
多
く
の
人
材
を
世
に
輩
出
。

昭
和
45
年
（
１
９
７
０
）
に
は
、

生
ま
れ
故
郷
に
残
し
た
生
家
を

体
育
館
兼
集
会
場
に
改
築
。
周
囲

を
広
げ
運
動
場
を
加
え
て
地
元

に
寄
付
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在

も
残
る
酉
和
館
で
す
。

昭
和
57
年
（
１
９
８
２
）、
97

歳
の
天
寿
を
全
う
し
ま
し
た
。

問 （☎ 72‐3316）
（内線 109・110）

「アルミ缶・スチール缶」になります。
　※穴を開けてから出してください。

「その他の色のビン」になります。

｢その他の金属類 ｣になります。

縦、横、長さがいずれも 50㎝以内、重さ 10
㎏以内の大きさのものが出せます。基準を超
えるものは、｢粗大ごみ ｣になります。

リサイクルマーク　　 が付いているものは、
｢ ペットボトル ｣。付いていないものは「燃
やすごみ」です。
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◆
市
民
と
の
協
働

　

○ 

市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業

を
推
進
し
、
14
団
体
に
対
し
地

域
活
動
へ
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

○ 

市
民
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

引
き
続
き
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
簡
易

テ
ン
ト
等
を
貸
し
出
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
が
安
心
し
て
地
域

の
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
市
民
活
動
保
険
を
実

施
し
ま
す
。　

　

○ 

多
岐
に
わ
た
る
地
域
課
題
の
解

決
克
服
に
向
け
て
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
係
る
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
や
組
織
が
情
報
の
共
有

化
や
連
携
が
図
れ
る
よ
う
、
地

域
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
化
の
構
築

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

○ 

総
務
省
の
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
事
業
を
引
き
続
き
活
用
し
、

地
域
の
活
性
化
と
交
流
人
口
拡

大
を
図
り
ま
す
。

◆
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　

○ 

市
民
の
交
通
手
段
を
確
保
す
る

た
め
、
引
き
続
き
市
民
バ
ス
等

の
再
編
整
備
、
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
運
行
、
路
線
バ
ス
の
運
行
維

持
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
水
郡
線
の
利
用

促
進
等
を
図
り
ま
す
。

　

○ 

県
か
ら
の
事
務
権
限
の
移
譲
に

よ
り
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上

や
事
務
処
理
の
迅
速
化
を
図
り

ま
す
。

　
　

 

今
年
度
移
譲
さ
れ
た
事
務
：
放

課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
届

出
等
に
関
す
る
事
務
、
養
護
老

人
ホ
ー
ム
・
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
設
置
認
可
等
に
関
す

る
事
務
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の

設
置
届
出
の
受
理
等
に
関
す
る

事
務
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
等
の
設
置
届
出
の
受
理

等
に
関
す
る
事
務
、
簡
易
専
用

水
道
の
給
水
停
止
命
令
、
農
事

組
合
法
人
の
設
立
の
届
出
受
理

等
に
関
す
る
事
務
な
ど

◆ 

効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
経
営
の

推
進

　

○ 

大
学
と
の
連
携
関
係
を
生
か
し

て
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動

等
の
共
同
事
業
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
ま
た
、
茨
城
キ
リ
ス
ト

教
大
学
・
常
磐
大
学
・
茨
城
大

学
と
共
に
、
域
学
連
携
に
よ
る

地
域
づ
く
り
実
証
事
業
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

○ 

電
気
使
用
量
・
燃
料
等
の
削
減
を

図
り
、
二
酸
化
炭
素
（
CO2
）
の

排
出
抑
制
と
省
エ
ネ
の
推
進
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
特
定
規
模
電
気

事
業
者
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）
を
導
入
し
電

気
料
の
削
減
を
実
施
し
ま
す
。

　

○ 

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
た

施
設
に
お
け
る
、
適
正
な
管
理
運

営
に
よ
り
、
１
８
７
１
万
2
千

円
の
経
費
を
削
減
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
な
施
設
へ
の
制
度

導
入
を
推
進
し
ま
す
。

　

○ 

県
か
ら
移
管
さ
れ
た
「
西
山
研

修
所
」
に
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
、
施
設
の
効
率
的
な
管

理
運
営
と
利
用
率
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

◆
健
全
な
財
政
運
営
の
推
進

　

○ 

市
債
の
借
入
抑
制
等
に
よ
り

市
債
残
高
（
一
般
会
計
）
を

２
３
２
億
３
８
９
１
万
円

（
10
億
６
６
２
４
万
3
千
円
減

少
）
に
縮
減
し
ま
し
た
。

　

○ 

「
市
定
員
管
理
適
正
化
計
画
」

に
基
づ
く
職
員
数
の
削
減
を
図

り
、
1
億
１
２
３
６
万
8
千
円

の
人
件
費
を
縮
減
し
ま
し
た
。

　

○ 

太
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

汚
泥
焼
却
処
理
を
取
り
止
め
、

１
５
１
２
万
円
を
縮
減
し
ま
し

た
。

　

○ 

未
利
用
市
有
地
を
14
件
、
面
積

　
　

で
７
５
９
・
68
㎡
、
７
０
２
万

　
　

9
千
円
の
売
払
い
等
を
行
い
ま

　
　

し
た
。

　

○
広
報
ひ
た
ち
お
お
た
へ
の
広
告

掲
載
に
よ
り
、
１
０
３
万
8
千

円
の
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。

　

○ 

負
担
の
公
平
性
の
確
保
等
の
た

め
、
市
税
の
徴
収
率
向
上
お
よ

び
市
営
住
宅
使
用
料
等
各
種
料

金
の
収
納
率
向
上
を
図
り
ま
す
。

◆ 

簡
素
で
効
率
的
な
執
行
体
制
の
確

保

　

○ 

平
成
25
年
4
月
現
在
に
お
い
て
、

前
年
か
ら
17
人
を
減
員
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
、「
市
定
員
管

理
適
正
化
計
画
」
に
基
づ
き
職

員
数
の
抑
制
を
行
い
ま
す
。

行
政
改
革
の

実
施
状
況

市
で
は
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
簡
素
で
合
理
的
な
行

政
運
営
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
に
、
毎
年
度
実

施
計
画
を
定
め
、
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
は
経
費
の
節
減
・
合
理
化
等
を
推
進
し
、
4
億
２
５
８
万
円
の
節
減

問
総
務
課
総
務
行
政
係
（
内
線
３
２
５
）

Administrative reform
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国民年金通信　●●● 保険年金課年金医療係（内線 117･118）

●年金に関する問い合わせ先　　水戸北年金事務所 国民年金課 　☎ 029-231-2381

●国民年金加入等の届出先　　市役所本庁 保険年金課年金医療係／各支所市民生活課保険福祉係

Ｑ  
今
年
で
20
歳
。
国
民
年
金
に
加
入
す
る

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

Ａ  

20
歳
に
な
れ
ば
、
必
ず
国
民
年
金
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
厚
生
年

金
・
共
済
年
金
の
加
入
者
を
除
く
）。
年

金
事
務
所
か
ら
「
国
民
年
金
被
保
険
者

加
入
届
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
市

役
所
で
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

＊ 

学
生
納
付
特
例
制
度
を
希
望
す
る
方
は
、

併
せ
て
印
鑑
と
学
生
証
等
（
写
し
可
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

Ｑ  

会
社
を
退
職
し
ま
し
た
。
１
カ
月
ほ
ど

間
が
空
い
て
し
ま
い
ま
す
が
、
ま
た
別

の
会
社
に
就
職
す
る
予
定
で
す
。
国
民

年
金
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
す
か
？

Ａ  

必
要
で
す
。
仕
事
を
や
め
た
り
、
雇
用

形
態
が
変
わ
っ
た
り
し
て
、
厚
生
年
金
・

共
済
年
金
を
や
め
た
と
き
は
、
短
い
期

間
で
あ
っ
て
も
、
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
国
民
年
金

の
資
格
取
得
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ  

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
夫
（
妻
）

が
定
年
退
職
し
ま
し
た
。
何
か
手
続
き

が
必
要
で
す
か
？

Ａ  

必
要
で
す
。
配
偶
者
が
定
年
退
職
し
て
、

厚
生
年
金
・
共
済
年
金
の
扶
養
か
ら
は

ず
れ
た
方
は
、
60
歳
ま
で
は
国
民
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

＊ 

健
康
保
険
に
任
意
加
入
（
特
例
退
職
）

し
て
い
て
も
、
国
民
年
金
の
被
扶
養
者

（
３
号
被
保
険
者
）
か
ら
、
ご
自
身
で
年

金
保
険
料
を
納
め
る
１
号
被
保
険
者
へ

の
種
別
変
更
手
続
き
が
別
途
必
要
で
す
。

Ｑ  

所
得
が
少
な
く
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

Ａ  

所
得
な
ど
に
応
じ
て
保
険
料
の
全
額
ま

た
は
一
部
が
免
除
と
な
る
「
保
険
料
免

除
制
度
」
や
、30
歳
未
満
の
方
に
は
「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

＊ 

免
除
を
受
け
る
た
め
の
条
件
は
、
申
請

さ
れ
る
方
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ  

過
去
10
年
以
内
で
未
納
に
な
っ
て
い
る

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
と
聞

い
た
の
で
す
が
？

Ａ  

納
め
ら
れ
ま
す
。
平
成
24
年
10
月
か
ら

３
年
間
に
限
り
、
未
納
に
な
っ
て
い
る

過
去
10
年
以
内
の
保
険
料
を
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
将
来
の
年
金
額
を
増

や
し
た
り
、
年
金
の
受
給
権
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

＊ 

後
納
制
度
に
よ
る
納
付
を
ご
利
用
い
た

だ
く
に
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

審
査
の
結
果
、
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
国
民
年

金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
０
５
７
０
‐

０
１
１
‐
０
５
０
）
ま
た
は
年
金
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
Ｑ
＆
Ａ　

よ
く
あ
る
質
問
に
お
答
え
し
ま
すＱ  

将
来
受
け
取
る
こ
と
の
で
き
る
年
金
額

が
知
り
た
い
の
で
す
が
？

 

Ａ  

50
歳
か
ら
は
年
金
見
込
額
試
算
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
金
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
水
戸
北
年

金
事
務
所
お
客
様
相
談
室
☎
０
２
９
‐

２
３
１
‐
２
２
８
２
）

　

＊ 

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
ご
登
録
い
た
だ

く
と
、
ご
自
身
で
年
金
額
の
試
算
が
で

き
ま
す
。（
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

）

Ｑ  

今
年
で
65
歳
。
す
で
に
厚
生
年
金
を
受

給
し
て
い
ま
す
が
、
国
民
年
金
の
請
求

に
は
ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
？

Ａ  

65
歳
の
誕
生
月
に
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
「
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
老
齢

給
付
裁
定
請
求
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
そ
の
月
の
末
日
ま
で
に
必
要
事

項
を
記
入
し
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
と
も
ま
っ
た
く
請

求
し
て
い
な
い
人
は
、
次
の
と
お
り
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
し
て
い
た

年
金
の
種
類

手
続
き
先

厚
生
年
金
、
ま
た
は
３

号
被
扶
養
者
期
間
が
１

カ
月
で
も
あ
る
場
合

水
戸
北
年
金

事
務
所

国
民
年
金
だ
け
の
場
合

市
役
所
窓
口
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Information

問税務課資産税係（内線 207・208・219）

《よくある事例》

ブロックを四隅に置い
ただけの基礎
  →  課税の対象外

ブロックを敷き詰めた
基礎  →  課税の対象

【
事
例
】

最
近
、
高
齢
者
を
狙
っ
た
健
康
食
品
の
送
り
付
け
に
よ
る
被
害
が
急
増
し
て
い

ま
す
。

「
以
前
に
注
文
を
受
け
た
商
品
が
準
備
で
き
た
の
で
代
金
引
換
で
送
る
」
な
ど
と

突
然
電
話
が
あ
り
、「
注
文
し
た
覚
え
が
な
い
」
と
断
る
と
、「
確
か
に
注
文
を
受

け
て
い
る
」「
そ
の
時
の
通
話
を
録
音
し
て
い
る
」「
こ
の
商
品
は
受
注
生
産
な
の

で
キ
ャ
ン
セ
ル
で
き
な
い
」「
支
払
わ
な
け
れ
ば
裁
判
に
な
る
」
な
ど
と
脅
し
た
り

し
ま
す
。

【
対
処
法
】

〇 

業
者
か
ら
何
を
言
わ
れ
て
も
、
注
文
し
た
覚
え
が
な
く
、
購
入
す
る
つ
も
り
が

な
け
れ
ば
、「
注
文
し
て
い
な
い
、
必
要
な
い
、
送
ら
な
い
で
」
と
は
っ
き
り
断
る
。

〇 

商
品
が
送
ら
れ
て
き
た
と
き
は
、
送
り
主
（
業
者
）
の
住
所
、
会
社
名
、
電
話

番
号
を
メ
モ
し
、
受
け
取
り
を
拒
否
す
る
。
商
品
代
金
は
支
払
わ
な
い
。

〇 

受
け
取
り
を
拒
否
し
た
後
は
、
業
者
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
恐
れ
が
あ
る

の
で
、
留
守
番
電
話
や
着
信
拒
否
な
ど
を
活
用
し
、
業
者
か
ら
の
電
話
に
は
出

な
い
よ
う
に
す
る
。

〇 

も
し
、
商
品
を
受
け
取
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
着
払
い
で
送
り
返
す
。

問 

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
70
‐
１
３
２
２
）

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

 

健
康
食
品
の
送
り
付
け
商
法
に
注
意
！

10㎡未満の家屋も固定資産税の課税対象となります
固定資産税は、毎年 1月 1日現在の土地や家屋の所有者に課税されます。
そのうち「家屋」とは、居宅のほか、店舗や工場、倉庫、物置、車庫などをいい、現地調査を行い固定資産税
が課税されます。いろいろな家屋がありますが、原則として次の 3つの要件を満たしていると、床面積に関わ
らず（10 ㎡未満でも）、またプレハブでも固定資産税の課税対象となります。

◇ 上記のような家屋を建てた場合や、家屋を増築したり取り壊したりした場合には、ご連絡ください。

＊荷物積卸場などの特殊な家屋は、上記①～③以外の要件で固定資産税がかかります。

☆家屋の 3要件☆
①屋根があること

② 3方向以上に外壁等があること
　 合成樹脂板やサッシ等の建具は外壁等とみなされますが、ビニールシートのよう

に耐久年数が 2年程度の物は外壁等とみなしません。

③土地に定着している基礎があること
　 地中に柱を埋め込んだものや、ブロックを

並べて敷き詰めたものは土地に定着してい

る基礎とみなされますが、単にブロックを

四隅に置いただけのものは基礎とみなしま

せん。
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8 月 24 日、「常陸太田駅夏物語 2013」がＪＲ常陸太
田駅前イベント広場で行われました。このイベントは
今年で 3回目となり、会場にはたくさんの親子連れや
地元の皆さんが集まりました。バンザイステージと呼
ばれた舞台では、常陸太田大使でもあるシンガーソン
グライターのマシコタツロウさんのミニライブ。また、
太田中吹奏楽部やジャズバンド、フラダンス、ハンド
ベルなど多彩なグループが出演し、お客さんは夏の宵
を楽しんでいました。

7月 28日、図書館本館で「知的書評合戦ビブリオバ
トル」が行われました。ビブリオバトルとはおススメ
の本を 5分間で紹介し、どの本が読みたくなったかを
競う本の紹介ゲーム。今回は大
学生のデモンストレーション
の後、一般の方も飛び入り参
加し、新たな本との出会いに
大いに盛り上がりました。今
後 11月まで毎月開催予定です。

8月 22 日、図書館本館で夏休み工作教室「ほたる
かご作り」が行われました。
小学生を対象としたこの教
室、地域の方が麦わら集め
から行って作り方まで指導。
集まった 20 人の子どもた
ちは「難しいなあ」と言い
ながらも真剣な眼差しで麦
わらを編んでいました。

8月 22 日、西山研修所で親子おもしろサイエンスが
開催されました。参加したのは小・中学生と保護者 51
人。「科学マジック」では、科学の不思議に興味津々。
また「スライム作りと “かさ袋” ロケット作り」で作
製したロケットを思いっきり飛ばして楽しみました。

まちの話題 my town news 

1マシコタツロウと太田中吹奏楽部のセッション　
2ステージのイベントを楽しむ子どもたち

1ふりこの等
とう

時
じ

性
せい

を体験　2かさ袋ロケット飛んでいけー！

21

1 2

8 月 24 日、幸久小児童 77 人とその保護者が参加して宿
泊体験が行われました。これは同小 PTA が主催し、地域
のさまざまな団体のサポートにより行われる毎年恒例のイ
ベント。「最近はマッチを使ったことがない子どもが多い。
いろいろな体験をさせてあげたい」（小山健二同小 PTA 会
長）と、今年は、空き缶でご飯を炊くサバイバル飯作りに
親子で挑戦。子どもたちは「けむいよ」「ご飯のにおいが
してきた」など、五感を働かせながらの体験となりました。

1キャンドルを並べた校庭。今年のテーマは世界遺産の富士山
2上手にご飯が炊けるかな

1 2
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8 月 10 日、市体育協会バスケットボール部の主催
で「夏季交流戦＆プロ選手との練習会」が太田中体育
館で開催されました。今回来てくれたのは「つくばロ
ボッツ」で活躍する 6人のプロバスケットボール選手。
市内の中学校（太田、峰山、瑞竜、南）から集まった
バスケ部の生徒たちはプロの技を少しでも吸収しよう
と真剣そのものでした。つくばロボッツの大

おお

金
がね

広
ひろ

弥
や

選
手は太田中出身。今回の練習会も大金さんが快く引き
受けてくれ実現しました。

露地ぶどうオープンを直前に控えた 8月 25 日、ＪＡ茨城みずほ常
陸太田ぶどう部会（本多技研部会長）が、市内の幼稚園児を招待して
6カ所のぶどう園で親子ぶどう狩りを行いました。これは安全安心の
ＰＲも兼ねて、常陸太田のおいしいぶどうを食べてもらおうと毎年
行っているものです。子どもたちは、ぶどう園の方から良いぶどうの
見分け方などを教わった後、ぶどう狩りを楽しみました。

夏休み期間中の 7月から 8月にかけての 15 日間、真弓ケ丘
町内元気会（浅野哲代表）の皆さんが中心になり、集会所脇
の広場で朝のラジオ体操が行われました。浅野さんは「団地
には高齢者が多い。朝早く起きて体を動かし、元気になって
もらいたいですね。私の腰痛もだいぶ良くなりましたよ。今
後も続けていきたいですね」と話してくれました。

1大金広弥選手からアドバイスを受ける2つくばロボッツの皆さん
3交流試合でハイタッチ

1「おにいちゃん、おいしいのとってね」
2試食のぶどうに舌鼓

かっこいいね。将来は白バイ
隊員かな

1 2

1

2

3

1毎回 40 人前後が参加。おしゃべりしながら交流も深まる
2 ラジオ体操の後、シルバーリハビリ体操指導士・矢﨑福司
さん㊧の指導で体を動かす

1 2

夏休み期間中、スポーツ少年団の合宿などで多くの
利用者が訪れた “かなさ笑楽校”。8月 8日には、ミ
ニバスケットチームが合宿の最後に川遊び体験。近く
の浅川にヤマメを放流し、
つかまえたヤマメは河原
で炭火を使い塩焼きに。
子どもたちは「焼きたて
のヤマメはおいしい」と
舌鼓を打っていました。

8月 18 日、市役所本
庁駐車場で行われた恒
例の朝市に県警の白バ
イ隊が登場。デモ走行
では、白バイ技術日本
一となった隊員の迫力
ある走りに、お客さん
から盛大な拍手が送ら
れました。
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市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近なウォーキングコースを紹介
していきます。地元の意外と知られていない名所や素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩
いてみませんか。

増井町 佐々宗淳の墓

長尾ぶどう郷

那珂通辰の墓

馬力神

神明宮・素鵞神社

正宗寺
半月橋

温水プール

スタート・ゴール
P

④

①

②

③

⑥
誉田小

熊野神社

⑧

⑦

⑤

ときわ路

清掃センター

増井町集会所

誉田小入口

至　水府地区

通辰は南朝方の
武将で、佐竹氏
と戦いこの裏山
の一本松の峰で
自害したと伝え
られる

長尾ぶどう郷那珂通辰の墓

 馬力神

神明宮・素鵞神社

正宗寺

地域で「おしんめさ
ま」と親しみあがめ
られていて、神明宮
と素鵞神社を併せま
つっている

県指定文化財を多
く収蔵していて集
中曝涼時に公開さ
れる。総門は市指
定文化財である

徳川光圀公に仕え、
大日本史の編さんに
携わった。通称は介
三郎（すけさぶろ
う）。ＴＶドラマ『水
戸黄門』に登場する
佐々木助三郎のモデ
ルとされる

農耕馬などの供養塔の馬力
神が集められている。中に
は半分になったお地蔵様も
大切にまつられていた

熊野神社

歩いた時は
もう少しで
収穫できる
時期。この
記事が出る
ころは最盛
期。おいし
いぶどうを
どうぞ

熊野神社は、熊野 詣
もうで

などの隆盛により、
熊野三山の祭神を勧

かん

請
じょう

した神社が全国に
広がったものという

佐々宗淳の墓

②

半月橋

その昔、この地区に入るた
めの関所があり、書類に判
子をついたため「はんつき
はし」と呼ばれたと言われ
ている

㉘
  
文化課エコミュージアム推進室（内線 541） 

⑥⑦
⑤ 

⑧

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近なウォーキングコースを紹介
していきます。地元の意外と知られていない名所や素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩
いてみませんか。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近なウォーキングコースを紹介
していきます。地元の意外と知られていない名所や素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩
いてみませんか。

みちとき

しょうじゅうじ

ばくりょう

①
③

④ 
しんめいぐう　　  そ    が

さっさ  むねきよ
◎温水プール（℡ 80-6556）
　営業時間：10 時～ 20 時
　＊ 月曜休館（月曜祝日の
場合は翌日）
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太
田
小
学
校
で
は
、
児
童
の
夢
を
は
ぐ

く
み
、
生
き
る
力
を
育
て
る
教
育
を
実
現

す
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
の
良
さ
や
が
ん

ば
り
を
認
め
賞
賛
し
、
目
標
実
現
に
向
け

て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
連
携
し
な
が

ら
教
育
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
学
力
向
上
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
践
重

点
校
の
指
定

（
県
教
育
委

員
会
）
を
受

け
、
算
数
科

に
お
け
る
学

習
指
導
の
改

善
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

子ども達の「夢」の実
現のため、日々の教育
活動の充実を図ってい
ます。ご支援よろしく
お願いいたします

校長先生に質問！おもしろ理科先生の話に興味津々初めて囲碁に挑戦

協力して算数
の問題に取り
組む

◆

峰山中  男子ソフトテニス部 里美中  吹奏楽部

　

防
音
設
備
の
整
っ
た
音
楽
室
で
練

習
に
励
む
の
は
３
年
生
８
人
、
２
年

生
８
人
、
１
年
生
５
人
。
２
年
生
の

佐
川
瑞
紀
部
長
は
、「
明
る
く
て
や

る
気
の
あ
る
部
員
ば
か
り
な
の
で
、

演
奏
す
る
こ
と
が
と
て
も
楽
し
い
で

す
。
人
数
が
少
な
く
て
も
、
他
校
に

負
け
な
い
迫
力
あ
る
音
を
出
せ
る
よ

う
練
習
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
顧
問
の
馬
場
弘
美
先
生

は
、「
音
楽
を
追
求
し
て
い
く
中
で
、

仲
間
と
曲
を
作
る
楽
し
さ
を
知
り
、

そ
の
楽
し
さ
を
周
り
に
伝
え
ら
れ
る

よ
う
な
生
徒
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
東
側
の
コ
ー
ト
で
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
に
打
ち
込
む
の
は
２

年
生
６
人
、
１
年
生
６
人
。
熱
い
眼

差
し
で
見
守
る
顧
問
の
木
村
央
先
生

は
、「
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
２
人
１
組

の
ペ
ア
で
戦
い
ま
す
。
お
互
い
が
協

力
し
助
け
合
う
こ
と
で
、
大
き
な
力

を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す

ね
」
と
語
り
、
主
将
の
小
泉
勇
人
さ

ん
は
、「
大
き
な
声
を
出
し
、
や
る

気
に
あ
ふ
れ
る
部
活
を
心
が
け
て
い

ま
す
。前
衛
と
後
衛
が
連
携
し
た〝
攻

め
る
プ
レ
ー
〞
の
迫
力
が
魅
力
。
新

人
戦
で
は
県
北
大
会
出
場
を
目
指
し

ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

小澤 和彦 校長

　

毎
年
、秋
に「
三

世
代
交
流
会
」
を

実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
長
年

続
け
て
い
る
行
事

で
、
学
校
だ
け
で

は
な
く
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

公
民
館
、社
会
福
祉
協
議
会
、老
人
ク
ラ
ブ
、

育
成
会
等
の
各
種
団
体
と
連
携
し
た
伝
統

的
な
行
事
で
す
。
こ
の
行
事
を
と
お
し
て
、

現
在
希
薄
に

な
り
つ
つ
あ

る
地
域
と
の

交
流
を
図
っ

て
い
ま
す
。
内

容
と
し
て
は
、

「
お
手
玉
」「
折

り
紙
」「
囲
碁
・

将
棋
」「
ベ
ー

ゴ
マ
」「
輪
投

げ
」
等
の
昔
の

遊
び
や
、「
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
」「
お

も
し
ろ
理
科

先
生
」
な
ど
で

す
。

Vol.5our school life

◆
■
児
童
数
４
９
１
人



今月は「木崎保育園」で～す木崎保育育「木木崎「木
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＊広報ひたちおおたは市のホームページでもご覧になれます　URL http://www.city.hitachiota.ibaraki.jp/

　◇ 対象　市内に住所を有する平成 24 年 11 月生まれの
お子さん（11 月号掲載分）

　  ◇応募締切　10 月 8日火
　 ◇ 必要事項　お子さんの氏名（ふりがな）・性別・生
年月日・住所、応募者（保護者）の氏名・電話番号

　◇ その他　メールの場合は写真データを添付してくだ
さい（ＪＰＥＧ形式で 3ＭＢ以内）。応募された写
真は返却しませんのでご了承ください。

　申  問情報政策課広報広聴係（〒 313-8611 常陸太田
市金井町 3690 ／メールアドレス　joho2@city.
hitachiota.lg.jp ／内線 303・304）

おめでとう！
はじめての

9 月で１歳です！

武藤悠
ゆうわ

和くん
9月 20日（春友町）

元気
に

すく
すく

表紙に
よせて

上深荻・大菅町で行われた「WAO! 夏の大冒険 2013」（P15 参照）。豊かな自然に囲まれて、子どもたちは夢中で虫とり競争。手に
した虫かごを見ると…、どうやらお姉ちゃんが貫録を見せた様子。「ボクのかごもよーく見て！ほら、オニヤンマ！」

枝川聡
そうた

汰くん
9月 6日（山下町）

益子涼
りょうすけ

介くん
9月 27日（幡町）

増子莉
り お

央ちゃん
9月24日（上高倉町）

松浦瑶
たまき

生ちゃん
9月 20日（瑞龍町）

安絢
あやか

香ちゃん
9月 2日（松栄町）


